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万
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虫
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社

報

ま
く
せ
の
や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
六
八
号

令
和
二
年
お
正
月

［
発
行
］
正
月
吉
日

代
宮
家
（
錦
田
）

よ

こ

や

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
春
夏
秋
冬
と
神
社

の
祭
儀
、
諸
行
事
、
境
内
整
備
等

護
持
全
般
に
わ
た

り
ま
し
て
、
諸
々

お
世
話
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年

が
幸
多
く
、
心
豊
か
な
浦
安
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
司
謹
白

今
季
の
祭

そ
の
一

元
旦
（
一
月
一
日
）

午
前
零
時
の
時
報
に
合
わ
せ
、
新
玉

あ
ら
た
ま

の
年
を
寿
ぐ
太
鼓
と
笛
に
よ
る
御
神

こ
と
ほ

楽
を
神
前
に
奏
し
ま
す
。

こ
の
時
か
ら
、
国
家
で
、
地
域
で
、

神
社
で
、
様
々
な
お
正
月
の
祭
り
、

行
事
が
始
ま
り
ま
す
。

一
、

歳
旦
祭

さ

い

た

ん

さ

い

併
せ
て
日
神
祭
、
荒
神
祭
、
水
神
祭

平
成
三
十
年
秋
に
立
虫
神
社

拝
殿
が
従
来
の
倍
の
大
き
さ
（
約

百
名
収
容
）
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
ઋ

য়
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ऋ
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ຕ

૞
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૭
ચ
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ઃ
प
े
ॉ

छ
ऱ
ध
ु
຦
஘
द
ಊ
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၂
भ

अ
इ
঳
ফ
भ
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ॉ
प
஬
ر
ख
ऎ

उ
࿕
ॉ
ৣ
औ
ः
。

な
お
、
昇
殿
参
拝
に
あ
た
っ

て
の
御
神
楽
料
（
玉
串
料
）
は

お
気
持
ち
で
結
構
で
す
。

《
昇
殿
参
拝
の
日
程
》

一
月
一
日
（
元
旦
）
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立
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五
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治
会

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会

神
立
自
治
会
未
加
入
者
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千
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一
・
四
自
治
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ٴ
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千
家
二
・
三
自
治
会

ٴ
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自
治
会
未
加
入
の
方
、
氏
子

負
担
金
未
納
の
方
、
前
記
の

日
程
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
、

そ
の
ほ
か
併
川
在
住
の
方
な

ら
ば
ど
な
た
で
も

※
都
合
に
よ

り
、
他
の
自
治

会
の
所
定
時
刻

に
お
参
り
い
た

だ
い
て
も
結
構

で
す
。

《
歳
旦
祭
の
祈
願
内
容
》

氏
神
さ
ま
を
は
じ
め
、
八
百
万
の
神

や

お

よ

ろ

ず

と
共
に
、
新
た
な
年
の
始
ま
り
を
祝

い
、
感
謝
し
つ
つ
、
今
年
一
年
の
平

和
と
繁
栄
、
家
族
と
人
々
の
幸
せ
を

祈
念
す
る
祭
儀
で
す
。

初
詣
に
合
わ
せ
て
、
ど
う
ぞ
遠
慮

は
つ
も
う
で

な
く
御
参
拝
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
、

昔
か
ら
各
地
域
や
家
で
祭
ら
れ
て
き

ま
し
た
、
日
神
祭
、
水
神
祭
、
荒
神

祭
も
齋
行
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
神
々

を
一
年
の
始
め
に
お
祭
り
す
る
こ
と

で
、
家
内
安
全
、
農
作
物
の
豊
穣
、

諸
産
業
の
繁
栄
を
御
祈
念
し
ま
す
。

一
、

厄
除
祭

や

く

よ

け

さ

い

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

今
年
、
数
え
年
で
六
十
一
歳
（
昭
和

３
５
年
生
）
、
四
十
二
歳
（
昭
和
５
４

年
生
）
の
い
わ
ゆ
る
「
厄
年
」
を
迎

や
く
ど
し

え
る
方
の
お
祭
り
で
す
。

神
前
に
厄
年
を
迎
え
た
こ
と
を
奉

告
し
、
無
病
息
災
と
幸
福
を
御
祈
念

し
ま
す
。

古
来
、
人
々
が
重
視
し
て
き
た
人

生
節
目
の
齢
に
自
分
も
到
達
し
た
と

い
う
こ
と
を
神
々
に
感
謝
し
、
静
か

に
省
み
る
お
祭
り
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
先
も
、
豊
か
な
人
生
を
歩

ん
で
行
こ
う
と
決

意
す
る
。
そ
ん
な

感
謝
と
祈
願
の
心

が
大
切
な
の
で
す
。

大

切

な

お

知

ら

せ

一
、
【
新
年
の
お
札
に
つ
い
て
】

お
正
月
に
は
神
棚
を
清
々
し
く
し

て
、
日
本
の
総
氏
神
さ
ま
で
あ
る
伊

勢
の
神
宮
大
麻
、
氏
神
さ
ま
、
万
九

千
さ
ん
の
お
札
な
ど
を
丁
重
に
お
祭

り
下
さ
い
。

二
、
【
神
棚
の
無
償
頒
布
に
つ
い
て
】

社
務
所
で
は
、
伊
勢
の
神
宮
さ
ま

か
ら
頂
戴
し
た
小
さ
な
神
棚
を
無
償

で
お
わ
け
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
遠
慮
無
く
お
申
し
出
下
さ
い
。

（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）


